
本校卒業生への 

振り込め詐欺等の不審電話の対策 

本校卒業生（現在 30～40 歳代の方を中心に）の自宅に詐欺（振込め詐欺等）と 思われる不審電話が頻発しているとの連絡がありました。 

被害に遭わないようにご注意下さい、 

また、お互いに注意を喚起するため、下記の情報を知合いの卒業生にもお伝え下さい。 

 

例１ 

「オレだよ、○○だよ。」 

「○○（息子の実名）だけど．．．」 

 

卒業生名簿等を悪用して名前を名乗ります！ 

 

例 2 

熱があって喉がいたい。 

首の後ろにしこりがある。 

 

体調不良で声がおかしいことをアピールします！ 

 

例 3 

携帯電話を変えた。 

会社に携帯電話を忘れ、会社の携帯電話を使っている。 

職場のトイレで、携帯を落とした。 

 

本当の息子の電話番号から犯人の番号に変更させます！     

 

例 4 

旦那のいる女の人を妊娠させて、弁護士に示談を頼んだ。  

電車に鞄を忘れ携帯や書類、お金をなくした。副業で会社の金をつかってしまった。 

明日、会計監査がある。                                

 

 犯人は様々な名目で被害者を焦らせ、現金を要求します！ 

 

 

被害にあわないために… 

1. どこのお宅にも電話がかかってくる可能性があります。日頃から家族で振り込め詐欺の話をして、心の準備をしておくことが大切です。  

2. 電話でお金の要求があったら、冷静になって家族や知人、警察に相談しましょう。  

3. 「私はだまされない」という方が一番危険です！  

 


